
令和 4年 8月号 

 

大本 

名古屋分苑 

分
苑
長 

文
月 

月
次
祭
挨
拶 

サ
ル
ー
ト
ン 

皆
様
こ
ん
に
ち
は 

文
月
の
月
次
祭
に
足
元
が
悪
い

中
ご
参
拝
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

梅
雨
明
け
宣
言
が
発
令
さ
れ
た

後
、
全
国
各
地
で
大
雨
、
特
に
九

州
で
は
線
状
降
水
帯
で
大
雨
の
被

害
が
出
て
い
ま
す
。 

名
古
屋
分
苑
と
三
河
本
苑
と
で

東
海
豪
雨
ま
た
東
日
本
を
襲
っ
た

大
震
災
ま
た
今
後
発
生
す
る
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
の

兆
し
が
あ
る
と
さ
れ
る
た
め
大
三

災
・
小
三
災
鎮
静
祈
願
祝
詞
を
朝

拝
時
に
奏
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

は
、
愛
知
県
で
は
四
桁
か
ら
三
桁

に
下
が
っ
て
ま
た
四
桁
に
戻
っ
て

の
繰
り
返
し
で
し
た
が
七
月
に
入

り
急
激
に
感
染
者
の
数
が
全
国
的

に
増
加
し
て
い
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
早
期
終

息
祈
願
祝
詞
の
中
で
「
宣
信
徒
等

こ
れ
の
御
前
に
集
い
て
天
津
真
言

の
祝
詞
も
て
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
が
宣
伝
使
・
信
徒
は
大
神

様
の
前
で
大
本
祝
詞
に
よ
っ
て
、

天
津
祝
詞
・
神
言
を
奏
上
し
な
さ

い
と
い
う
文
言
で
す
。 

大
神
様
に
祈
願
し
て
早
期
終
息

し
て
元
の
生
活
に
戻
り
た
い
と
願

う
ば
か
り
で
す
。 

今
月
二
十
三
日
・
二
十
四
日
と

教
本
三
級
認
定
講
習
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。 

来
年
の
宣
伝
使
の
新
任
・
昇
進

等
で
の
必
須
項
目
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
三
密
に
配
慮
し
て
行
い
ま

す
。 水

鏡
の
中
の
三
杓
子
は
天
国
と

い
う
文
章
で
「
御
供
米
を
盛
る
に
、

神
様
に
は
三
杓
子
と
定
め
ら
れ
て

い
る
の
は
、
第
三
天
国
に
一
杯
、

第
二
天
国
に
一
杯
、
第
一
天
国
に

一
杯
、
都
合
三
杯
盛
る
わ
け
だ
。

八
衢
は
二
杯
、
地
獄
は
一
杯
で
あ

る
。 死

後
天
国
に
昇
ら
ん
こ
と
を
稀

う
も
の
は
、
ご
飯
も
三
杓
子
盛
っ

て
食
べ
る
よ
う
に
す
る
の
が
よ
い

の
で
あ
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。 あ

と
二
週
間
で
本
部
で
は
瑞
生

大
祭
が
執
行
さ
れ
、
今
年
は
直
心

会
の
バ
ザ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

名
古
屋
分
苑
で
も
瑞
生
大
祭
遥
拝

祭
を
十
一
時
か
ら
行
い
ま
す
。 

お
玉
串
は
今
日
お
出
し
に
な
ら

れ
た
方
の
分
は
大
祭
当
日
に
本
部

へ
お
持
ち
い
た
し
ま
す
が
、
そ
の

後
の
方
は
後
日
送
金
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

八
月
に
は
葬
祭
研
修
会
を
講
師
、

出
口
拓
生
様
・
九
月
に
は
祭
式
講

習
会
を
講
師
、
新
宮
幸
太
郎
様
を

お
招
き
し
東
海
教
区
の
方
達
も
お

誘
い
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
参

加
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

雨
が
止
み
天
気
が
回
復
す
る
と

本
格
的
な
真
夏
が
訪
れ
ま
す
。
皆

様
に
は
、
熱
中
症
等
ま
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
生
活
を
過
ご
し
て

下
さ
い
。 

本
日
の
参
拝
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
コ
ー
ラ
ン
ダ
ン

コ
ン 

※ 

教
本
三
級
認
定
講
習
会
は
コ

ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
、
中
止

に
な
り
ま
し
た
。 

行
事
予
定 

八
月
二
十
一
日
（
日
） 

月
次
祭 

午
前
十
時
半
よ
り 

八
月
二
十
七
・
二
十
八
日
（
土
・
日
） 

 

東
海
教
区 

葬
祭
研
修
会 

九
月
三
日
（
土
） 

 

月
始
祭 

午
後
一
時
半
よ
り 

行
事
報
告 

●
月
始
祭 

七
月
二
日
（
土
） 

参
拝
者 

十
六
名 

 

斎
主 

 
 

天
野 

芳
幸 

祭
員 

 
 

畠
山 

茂 

進
行 

 
 

堀 
 

和
子 

祭
典
終
了
後
、
妹
尾
特
任
に
よ

る
講
話
「
お
土
の
心
」
を
受
講
し

た
。 

●
月
次
祭 

七
月
十
七
日
（
日
） 

参
拝
者 

三
十
三
名 

斎
主 

 
 

近
藤 

哲
史 

祭
員 

 
 

日
比 

達
朗 

祭
員 

 
 

青
山 

将
士 

典
礼 

 
 

小
林 

清
人 

伶
人 

 
 

飯
田 

直
美 

伶
人 

 
 

長
谷
川 

美
枝 

伶
人 

 
 

岡
田 

幸
子 

進
行 

 
 

伊
藤 

良
則 

忍
び
草 

城
北
分
所 

山
田
勝
彦 

毘
古 

 
 
 
 
 
 

享
年
八
十
二
歳 

令
和
四
年
七
月
二
十
一
日 

帰
幽 

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す 

分
苑
た
よ
り 

 
 

な
ご
み 

 

き
ざ
し 

 

の
り
と 

 

も
ん
ご
ん 

 

ま
め
ひ
と
ら 

 

み
ま
え 

 

つ
ど 

 

あ
ま
つ
ま
こ
と 

 

み
し
ゃ
く
し 

 

ご
く
ま
い 

 

み
し
ゃ
く
し 

 

や
ち
ま
た 

 

じ
ご
く 

 

こ
い
ね
が 

 

み
し
ゃ
く
し 

 



令和 4年 8月号 

 
●
東
海
教
区
直
心
会 

研
修
会 

 
六
月
二
十
六
日
（
日
）
に
東
海

教
区
直
心
会
研
修
会
が
、
午
前
に

天
恩
郷
み
ろ
く
会
館
大
ホ
ー
ル
に

て
「
生
食
～
お
土
・
農
・
人
～
」

と
題
し
て
駒
形
康
義
先
生
の
講
話
、 

午
後
に
本
部
よ
り
車
で
約
十
数
分

の
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
ま
す
出

雲
大
神
宮
（
元
出
雲
）
へ
の
参
拝

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

講
話
で
は
身
近
な
食
に
関
す
る

こ
と
で
も
あ
り
、
と
て
も
分
か
り

や
す
く
、
興
味
深
く
聞
か
せ
て
頂

き
ま
し
た
。 

 

出
雲
大
神
宮
で
は
正
式
参
拝
を

さ
せ
て
頂
き
、
宮
司
様
よ
り
神
宮

の
説
明
を
い
た
だ
き
、
本
部
の
西

田
昌
史
先
生
か
ら
も
大
本
と
の
深

い
か
か
わ
り
な
ど
の
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

本
殿
裏
の
御
神
体
山
（
御
影
山

は
国
常
立
尊
の
お
鎮
ま
り
に
な
ら

れ
る
聖
地
）
よ
り
湧
く
ご
神
水

「
真
名
井
の
水
」
を
参
加
者
の
方

に
分
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

多
く
の
お
蔭
を
頂
き
、
有
意
義

な
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

参
加
人
数 

四
十
三
名 

う
ち
名
古
屋
分
苑 

六
名 

高
嶋 

善
雄 

 
 

高
嶋
フ
ミ
子 

高
嶋 

徳
美
子 

 

森 

悦
子 

加
藤
登
茂
栄 

 

直
心
会
長 

堀
和
子 

報
告 

出
雲
大
神
宮
に
つ
い
て 

特
任
宣
伝
使 

堀 

宜
雄 

富
士
文
庫
に
よ
る
と
今
か
ら
六

千
数
百
年
前
に
富
士
山
麓
に
開
か

れ
た
と
言
わ
れ
る
「
富
士
王
朝
」

の
存
在
を
中
心
に
天
地
開
闢
の
神

代
か
ら
の
歴
史
を
綴
っ
て
い
る
。 

 

日
本
を
最
初
に
治
め
た
王
（
初

代
神
皇
）
は
国
常
立
尊
。
諱
は

「
農
立
比
古
尊
」
（
物
語
農
立
比

古
命
）
と
あ
り
農
業
で
国
を
立
て

安
ら
か
に
平
ら
か
に
治
し
め
さ
ん

と
し
た
神 

 

富
士
高
天
原
の
主
権
を
国
狭
槌

尊
（
弟
）
に
譲
り
国
常
立
尊
は

「
田
場
国
真
伊
原
」
に
都

を
築
き
こ
の
地
に
「
桑
田

宮
」
と
呼
ば
れ
る
天
の
御

舎
を
建
て
遷
り
住
ん
だ
。 

「
田
場
」
＝
丹
波
（
古
記

録
は
田
庭
）
と
書
い
て
タ

バ
と
読
む
こ
と
も
あ
る
。 

国
常
立
尊
は
桑
田
宮
を

建
立
さ
れ
理
想
的
な
政
治

を
行
い
、
死
後
は
田
羽
山

の
陵
に
葬
ら
れ
、
そ
の
後

イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の

二
尊
が
麓
に
祠
を
建
て
て
、

国
常
立
尊
御
夫
妻
の
神
霊
を
ぞ
祀

ら
せ
給
う
、
之
を
豊
受
大
神
と
い

う
。 天

照
大
御
神
は
勅
命
を
以
て
出

雲
国
杵
築
宮
よ
り
祖
佐
男
命
の
皇

女
出
雲
毘
女
命
を
田
場
国
真
伊
原

の
桑
田
の
宮
に
招
き
て
豊
受
大
神

の
宮
を
守
護
ま
し
ま
さ
ん
。 

神
避
り
ま
し
後
、
田
場
山
に
葬

る
。
贈
名
三
穂
都
毘
女
命
は
後
世
、

祠
を
建
て
其
神
霊
を
祀
ら
れ
、
出

雲
大
神
と
ぞ
称
し
け
る
。 

「
保
津
」
の
地
名
も
命
の
名
に
因

ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う 

「
富
士
文
献
」
に
は
国
常
立
尊
は

豊
受
大
神
と
同
神
異
名
で
あ
る
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る 

亀
岡
市
千
歳
町
出
雲
に
あ
る
丹

波
国
一
の
宮
・
出
雲
太
神
宮
は
出

雲
神
社
・
元
出
雲
・
千
年
宮
と
称

さ
れ
る
。（
亀
岡
駅
か
ら
６
Ｋ
） 

ご
祭
神
は
大
国
主
命
、
三
穂
津
姫

命
（
（
多
紀
理
姫
）
大
国
主
命
の

妻
神
）
の
二
柱
で
あ
る
。 

社
殿
（
重
要
文
化
財
）
は
、
三

間
社
流
造
で
あ
る
。
創
建
年
数
が

わ
か
ら
な
い
ほ
ど
古
い
お
宮 

縁

起
書
に
よ
る
と
本
殿
の
背
後
に
そ

び
え
る
御
影
山
が
も
と
も
と
神
体

山
と
し
て
太
古
か
ら
崇
敬
を
集
め

て
い
た
（
古
来
よ
り
国
常
立
尊
の

鎮
座
す
る
地
と
し
て
禁
足
地
と
さ

れ
た
） 

崇
神
天
皇
の
時
代
に
大
和
の
三

輪
山
が
崇
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
御
影
山
は
そ
の
時
代
よ
り

う
ん
と
古
く
か
ら
出
雲
の
大
神
と

敬
わ
れ
る
山
と
し
て
き
こ
え
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。 

後
に
島
根
県
の
出
雲
大
社
に
鎮

座
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら

「
元
出
雲
」
と
い
う
意
味
を
も
っ

て
い
る
。 

聖
師
様
が
神
宮
で
詠
ま
れ
た
お

歌
（
真
如
の
光
、
大
正
十
五
年
六

月
二
十
五
日
号
）
の
な
か
の
一
首 

「
仰
ぎ
見
る
さ
え
も
畏
き
御
影
山

は
国
常
立
の
神
の
隠
れ
処
（
か
く

れ
が
）
」 

出
雲
神
宮
の
代
々
の
宮
司
は
丹

波
の
名
家
・
広
瀬
族
か
ら
鎌
倉
時

代
に
養
子
を
も
ら
う
ま
で
は
「
千

家
」
を
名
告
っ
て
お
ら
れ
た
。
天

孫
族
の
流
れ
を
く
む
と
云
わ
れ
る

「
千
家
」
が
初
代
宮
司
と
な
り
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。 

※
次
回
は
「
大
本
と
神
宮
と
の
繋

が
り
に
つ
い
て
」
連
載
し
ま
す
。 

い
み
な 

の
う
た
つ
ひ
こ
の
み
こ
と 

く
に
さ
づ
ち
の 

み
こ
と 

た
に
わ 

 

ま
な
い
は
ら 

み 

た
に
わ 

た
に
わ 

み
か
げ
や
ま 

あ
ら
か 


